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しずない二十間道路の桜並木 

北海道随一といわれる日高の花の絶景ルート 



  新ひだか町静内は北海道日高地方のほぼ中央に位置し、東西45km・南北44km・総面積800km2と広
大な土地を有しているが、その86％は森林となっています。また、日高山脈から太平洋に注ぐ河
川は静内川・捫別川・布辻川などがあり、流域には農地が広がっています。 
 気候は太平洋に面する沿岸地域と内陸部に大別され、沿岸地域では海洋性気候のため、夏期は濃
霧により日照量が少なく日中の温度も低いが、夜間の気温は比較的高く温度差が小さい。冬期は
積雪量が少なく温暖で日照時間が長く最低気温が零下10℃以下になることは稀です。  

高規格幹線道路の整備により、都市への所要時間が短縮され、緊急搬送機能の充実にも
つながっています。最寄りのICは日高自動車道・日高厚賀ICです。厚賀ICより静内までは
約30分程度です。 
 
 ☆札幌市から   ：約2時間30分 
 ☆新千歳空港から：約1時間30分 
 ☆苫小牧市から  ：約1時間30分 

  



町内には日本を代表する桜の名所として「二十間道路」があり、直線７Kｍにもわたる一本道に咲き誇る
桜は、全国各地から多くの花見客が訪れます。 

  基幹産業である競走馬サラブレッドの生産地として東洋一のセリ市場「北海道市場」があり、さらに、多
くの名馬が種牡馬として繋養され、また余生を送っており、雄大な日高山脈、太平洋、静内川、一面に広
がる牧場風景と豊かな自然に恵まれ多くの観光客が訪れます。 

 

【主なイベント】 
  ・桜まつり  ・夏まつり ・しずない農業まつり 

二十間道路～ 

 道路の幅が二十間（３６メートル）あることから二十間道
路と呼ばれるようになりました。直線約７ｋｍにエゾヤマザ
クラが一斉に咲き誇る姿はまさに圧巻。 

 昭和６１年には当時建設省から「日本の道百選」、平成２
年は（財）日本さくらの会より「さくらの名所百選」に選ばれ
ています。  

真歌公園（シャクシャイン記念館）～かつて和人との戦い
で追いつめられたアイヌの長シャクシャイン最後の砦だっ
たところです。公園内には、シャクシャイン像や記念館とア
イヌ民族資料館があります。下記ライディングヒルズのす
ぐ隣にあります。 

シャクシャイン記念館 ＴＥＬ ０１４６－４３－３０９４ 

アイヌ民族資料館   ＴＥＬ ０１４６－４２－６７９２  

ライディングヒルズ～子供達の情操教育、障害を持つ人へ
の体験乗馬、健康づくりや生涯学習、後継者育成などを目
的とし「新ひだか町静内町民の乗馬による人づくりを支援
する施設」として設置したものです。代金はかかりますが、
予約をすれば一般の方も乗馬指導をしてもらえます。 

 ＴＥＬ ０１４６－４２－１１３１  

日高生産連ビル 

 

１Ｆ しずない農業協同組合 

２Ｆ 日高生産農業協同組合連合会 

   みなみ北海道農業共済組合  



（令和５年１月末現在）  
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本             所 
北海道日高郡新ひだか町静内本町 

４－１－６ 

TEL 0146-
42-1051  

生産資材 

         店  舗  
資材センター 新ひだか町静内田原４６３  46-2311  

Ａ コ ー プ  しずない店  新ひだか町静内田原４６３  46-2885  

給  油  所  

静 内 新ひだか町静内こうせい町１丁目  42-0194  

豊 畑 新ひだか町静内田原４６３  46-2313  

東静内 新ひだか町静内東静内１５  44-2656  

設    立  昭和２３年３月１０日 

合    併  昭和２５年１月２０日 

地        区 新ひだか町 新冠町 

組合員数 正組合員 ２９８名 准組合員 １，０２８名 

決  算  期   １  月 

取引銀行   北海道信連本所・北海道信連しずない代理店・北洋銀行・日高信金 

純資産    730,844千円 

固定資産    437,332千円 

外部出資   294,775千円 



（令和５年１月末現在）  



  （令和５年１月末現在）    （単位：千円） 

長期共済保有高  

 ・保障共済金額    30,605,275 

      （うち生命  13,370,354) 

  ・満期共済金額 6,427,690 

            （うち生命  4,383,570) 

 

農
産
物 

米 72,379 

青  果 915,859 

雑    穀 45 

小  計 988,283 

 

 

畜
産
物 

牛  乳 358,746 

黒毛和牛 566,906 

受精卵 3,907 

活 牛 馬 16,298 

枝  肉 4,498 

そ の他 26,248 

小     計 976,603 

合    計  1,964,886 
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農 

資 

材 

・ 

燃 

料 

 

飼             料 546,469 

肥       料 130,049  

農       薬 26,586 

温   床  資  材 82,261 

包   装  資  材 52,786  

農     機   具 89,282  

建  築 資  材 29,913 

その他生産資材 130,884  

資    材     計 1,088,230  

石    油     計 643,156  

合             計 1,731,386  

 

 

  

生 

活 

 

米 23,860 

生   鮮  食  品 35,121  

一  般  食  品 32,031  

日 用 雑  貨  6,006  

そ    の  他 33,001 

計 130,020 

合    計  1,861,407  

13,533  

14,291   

491     

支払高 

売 上 

 しずない農協は、全国の競走馬のを約８０％を生産する馬産地日高の中心に位置している新ひだ
か町静内にあります。取扱う農業は、軽種馬生産を中心として黒毛和牛、施設園芸（ミニトマトを主と
した野菜）、酪農、水稲、など多種多様な農業が展開されております。 
 現在、農業は国際競争や後継者不足など様々なを厳しい環境化に置かれていますが、平成24年よ
り新ひだか町と連携し、新規就農事業に取り組みこれまで24組計41名が就農し持続的な農業展開を
推進しております。仕事の中身においては、農畜産物の取り扱いを始め、貯金、共済（保険）、不動
産、資材、燃料・ストア等幅広い事業を行っております。 

※静内産馬市場取引額   481頭 
5,645,800千円（税別）  



  JAしずないの農業は、軽種馬経営が中心となっております。市場状況は、売却率が上がり明るい兆し
が見えている反面、販売価格が低下している現状であり農業粗生産額・農業所得が減少し依然として脆
弱化が進んでいます。 

 また、稲作、青果、酪農、黒毛和牛と多くの農業形態が存在しており、これらの業態の中で複合化を推し
進めてまいります。 

 振興作物の中心となる収益性の高いミニトマトと黒毛和牛との複合化を中心に農業生産基盤の強化を
行い、農業所得の安定化を目指し取り組んでまいります。 

 このような厳しい状況を踏まえ、地域農業の活性化を図るため令和１年度より「力強い農業と豊かな魅
力ある農村の実現を目指して」をスローガンに「新ＪＡしずない農業振興５ヶ年計画」を揚げ課題を克服す
る事が重要であり、振興策目の中心であるミニトマト・黒毛和牛を中心とした複合経営の更なる推進と、生
産基盤強化を行い農業所得の向上と農業経営の安定化を図ることを基本方針とします。   

 又、当ＪＡで取り扱う農畜産物は「安全・安心」をキーワードに、消費者の視点での産地づくりを推進して
おります。 

     

  軽種馬事業については、 各種事業のの生産者対策を積極的に取り組んでおります。 

    稲作については、 米政策改革大綱に伴い 「売れる米づくり」 良食味米 （銘柄品種） の作付強化と広域
化による高品質米の出荷体制を図り、 消費者へ安心・安全をモットーに良質な米を提供しております。 

 特別栽培米 プライベートブランド『万馬券』については、 「イエス・クリーン」 及び 「特別農産物栽培」 表
示制度を活用し、 地産地消をはじめとし消費拡大に努めております。  

    青果については、 経営の安定と産地形成を図り、 栽培技術の高位平準化による品質向上と販路拡大
及び消費者ニーズに対応した安定販売の強化を推進しております。  

    酪農については、 計画的な草地更新による良質な自給粗飼料（牧草・デントコーン）の確保に努め、高
品質乳の生産推進を図っております。 

   黒毛和牛については、 優良繁殖牝牛の導入・自家保留牛の確保による産地形成の確立を図り、 更な
る飼養管理技術の向上と平準化を進め農業所得の安定確保を目指しております。 

 

 

 

①化学肥料（チッソ）を５０％以下に低減し、各ほ場に合
わせ最大限有機質のたい肥と有機質肥料を使用してお
ります。 

②化学農薬は北海道基準（２２成分）の５０％以下（８成
分）で栽培しています。 

③国のガイドラインに適合した「特別栽培農産物」です。 

④この厳しい基準をクリアし、更に高品質、良食味米の
米だけが 『万馬券』になります。 

⑤日高山脈から流れる自然いっぱいの水を利用してい
るから、ミネラルが豊富に含まれています！ そんなお
いしい水で作られたお米。 

⑥馬産地ならではの良質堆肥を使用。環境に優しく、人
に優しく。そんな作り手の気持ちがこもったお米です。 

１粒１粒にその気持ちが入ってます。 



• 当JAの振興策目であるミニトマト『太陽の瞳』は平成元年より現在の集出荷体制が
スタートしました。平成６年には年間販売額が１億円を超え、一般公募によりブラン
ド名を「太陽の瞳」と決定し、同時に出荷量の増加から道内出荷のみではなく道外
への出荷を開始しました。 

• 平成１５年には組合員全員がエコファーマー（環境保全型農業）を取得し、履歴記帳
、残留農薬検査の実施など安心・安全な取り組みを行っています。 

• また、近年では、町、普及センター、当JAが中心となり、新規就農担い手対策事業
にも取り組み、令和３年度就農者まで合わせて２４組計４１名の方が就農し、営農経
営を行っています。 

それでは、ミニトマトが出荷されるまでと、当JA

の業務を紹介していきます。 

まず、生産者のもとで栽培され、収穫されたミニトマトは、
コンテナに詰められ当JAの選果場に持ち込まれます。 

繁忙期には選果場いっぱい
にコンテナが並びます。コン
テナ１つで概ね12～15ｋｇぐ

らいです。 

それを、製品になるもの、ならないものに選果され、
さらに、サイズごとに箱詰めします。 

パートさんが丁寧に選果業務を行います。 

箱詰めされたミニトマトは全国の市場に出荷され、その後
パック詰めされ各商店に並ぶことになります。 



当ＪＡの仕事は各組合員が収穫したミニトマトを製品化して全国の市場に出荷することです
。市場との価格交渉も大事な仕事になります。この価格が各生産者の収入に直結するため
、責任重大です。他にもミニトマト栽培用のハウスを建てる資金を国や北海道などに補助し
てもらう申請なども行っています。 

静内ミニトマト作型体系 

作型 定植時期 収穫時期 

加温促成栽培 ２～３月までの定植 ５月初旬～７月上旬 

無加温半促成栽培 ４～５月までの定植 ６月下旬～９月 

半抑制栽培 ６月までの定植 ８月～１０月 

抑制栽培 ７月以降（７月まで）の定植 ９月初旬～最終（１１月） 

※気象条件などによって収穫時期は前後します。 

当JAのミニトマトの栽培作型は
加温促成栽培、抑制栽培の併
用が大多数となっています。 
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加温促成栽培の出荷時期は５
月から７月、抑制栽培の出荷時
期は９月から１１月までなので、
当JAの繁忙期はグラフの通り６

月、９月となります。 
当JAが取り扱っている青果物
はミニトマトのみではありませ

ん。 

トマト、キュウリも選果業務が
あります。 

なお、ほうれん草やリーフレタ
スもありますが選果業務は行
っていないため、生産者が箱
詰めしたものが選果場に搬入
され、市場との価格交渉を行

います。 
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平均反収(ｔ) 平均反収(千円) 年度別ミニトマト実績表(平均反収) 



• 当JAの振興策目としての黒毛和牛は平成１５年当時、不況による経営不振に陥っ
ていた軽種馬からの転換及び、複合経営から始まりました。 

• 軽種馬生産で培われた、動物を観察する力、きめ細やかな飼養管理で市場からも
非常に評価されています。 

• 現在、２６戸の組合員が１，００４頭の母牛を飼養しています。 

それでは、黒毛和牛が皆さんの食卓に並ぶ
までと、当JAの業務を紹介していきます。 

母牛から仔牛が生ま
れました。 

まず、黒毛和牛は一般的に繁殖（素牛生産）経
営をする方、肥育経営をする方、一貫肥育経営
をする方の３パターンに分かれますが、当組合
では素牛生産が基本です。 

繁殖経営は素牛という仔
牛を市場に出荷します。 

生まれた仔牛は１０か月程
度育てられ、出荷されます。 

子牛を立派に育てた母
牛は次の仔牛を産むた
めの準備をします 

母牛に仔牛を産ませ、それを販売する経営を繁
殖経営といい、２６戸の組合員は全てこれに該当
します。 



市場にて販売された素牛は肥育経営をされてい
る方の元で皆さんの食卓に上がる肉になるべく、

育てられます。これを肥育といいます。 

産まれてから
３０か月をか
け、やっと肉
になる準備が
出来ます。 

その後、と畜され、枝肉となってからセリにか
かり、食肉業者に買われていきます。そして加
工され、皆さんの食卓に並ぶ肉となります。 

この素牛を購入して肥育し、枝肉として販売す
る経営を肥育経営といい、これらを一貫して
行うことを一貫肥育経営といいます。 

当JAの仕事は、生まれた仔牛を販売するために必要な手続きを行います。 

仔牛の登記書（血統書）の申請、補給金と呼ばれる保険への加入、素牛市場への申し
込み、そして、実際に素牛市場で牛を販売します。 

生産者の収入に直結する仕事となりますので責任は重大ですがその分やりがいもあり
ます。 
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